


平成16年2月

平成16年2月14日夕刻に瀬戸田町林地区から発生した林野火災は､折からの強風にもあおられ､瀬戸田町名荷 ･御寺地区や隣接す
る因島市原町及び洲江町に一気に燃え広がった0-時､火災は民家に数十メ- トルと接近し､避難勧告も出されたが地元及び周辺
の消防機関､自衛隊等の懸命な消火活動により､出火から8日たった23日10時､山林約390ヘクタール (島面積の約13%)を焼損して
鎮火した｡今回の火災規模(焼損面積)は､昭和53年の安芸郡江田島町(1005ヘクタール)､昭和54年安芸郡倉橋町(420ヘクタール)の
林野火災に次ぐ3番目のものとなる｡
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この地図は､国土地理院長の承認を得て､同院発行の5万分のl地形図を複二製したものである｡(承認番号 平15中複第338号)

瀬戸田町林地区

平成16年2月14日(土)18時10分頃

平成16年2月18日(水)10時00分(覚知より3E)と16時間)

平成16年2月23日(月)10時00分(覚知より8E)と16時間)

調査中

強風 ･波浪 ･乾燥注意報

焼損面積 約390ha

損 害 額 調査中

人的被害 消防団員2名(軽傷)

住宅被害 なし

避難状況

勧 告 17世帯(40名)

自主避難 8世帯(13名)

体 制

広島県の体制

･警戒体制

･陸上自衛隊13旅団への災害派遣要請

因島市 ･瀬戸田町の体制

･柱谷林野火災対策本部設置(因島市･瀬戸田町合同)
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今回の林野火災により､渓流の上流域が著しく荒廃したことから､梅雨や台風のときに
は､土石流やがけ崩れなどによる土砂災害が発生しやすい状況になっています｡大雨に関
する情報を聞いたら早めの避難準備が必要です｡また､渓流が急に増水することもありま
す｡近くに住んでいる人は洪水警報などにも十分注意してください｡

広島県では､今回の林野火災に対し､土砂災害の発生を未然に防止する目的から､緊急
的に砂防施設 (砂防ダム)の設置等について､現在､調査検討を行っているところです｡
皆様のご理解とご協力をお願いします｡

火災直後 砂防施設設置

平成12年度
災害関連緊急砂防事業 (瀬戸田町宮原地区)

〔警賢詣 妄讐 言誤 音 (L遠雷 を行なっています｡〕

広島県尾≡地域事務所建設局


